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イン ドの 日本研究
サ ウ ィ トリ ・ウ ィシ ュ ワナ タ ン(デ リー大 学)
私の考 える 「日本研 究」は、 日本語の資料 を も含 めた関連資料 に基づ
く研究の ことを指 す。比較の立場 か ら、 日本研究 を行 うことがな いわ け
で はないが 、しか しそれは ほとん ど一 時的な ものであった。その場合は
主 として英文の資料が使われてお り、 日本 を突っ込 んで研究す る ところ
までは行か なか った と言 って良いだろ う。だか らここでは、この よ うな
英文資料に基づ く研究 は取 り上 げない ことにす る。
イン ドにおけ る日本研究は まだ初期 の段 階であ る。 イ ン ドは長 い間 、
イギ リスの植民地 であ ったた め、ア ジァの近 隣の国々を研究 して相互の
理解 を深め る自由がな く、宗主国 イギ リス もそ うい う制度 を作 る ことを
しなか った。む しろイギ リスは 、イン ドが他 のア ジァ諸国の国民 と交流
した り、学問 レベルの 関係 を もって連帯感 を深め ることを怖れて いたの
ではないか と思 う。その結果 、他の アジァ諸国の研究によって相互理解
を可能 にす る道がふ さがれ 、イギ リス人によ る研究 しか見 られなか った。
教育制度 もイギ リス流儀の もので 、イン ド史 まで もが西洋人の立場 で書
かれ 、かつ教 え られて きたのである。
それで は、 日本の近代化過程 に対す るイン ドの認識は どうだったので
あろ うか 。1893年 にス ワ ミ ・ヴ ィヴ ェー ・カー ナンダは 日本経 由でアメ
リカに行 ったが 、その とき彼 はイン ドの青年 に向か って 、日本 に留学 し
日本 の経験か ら学 ぶよ うに呼びか けた。 それ を機 に少数ではあった けれ
ども、 日本 に留学す る人び とが 出たので ある。
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その ころ、岡倉天心が イン ドを訪れ 、東 イン ドの シャンテ ィンケタン
でヴ ィヴ ェー ・カーナンダとタゴールに会 った ことか ら、その地 に設立
されて いた ヴ ィシュヴ ァバ ラテ ィ大学 と日本 との交流 が始 まった 。 これ
によって 日本 の美術 ・芸術 ・仏教な どが イン ドに紹介 され るようにな り、
日本の学者 と芸術家が イン ドを訪れ交流が深まるようになった。ヴィシュ
ヴ ァバ ラテ ィ大学 の建設 に 日本の大工が参加 し、その ことを通 して 日本
建築や 日本庭 園の精神が イン ド人の間に伝 えられた。
日本 に対す るイ ン ドの関心が高 まった もう一つ の きっか けは、 日露戦
争で 日本が勝利 した ことで ある。その ことでア ジアの国々の潜在力が西
洋諸国の前 に示 されたわけで あるが 、それは イン ドにお ける独立運動 に
も大 きな刺激 を与 えた 。同時に 、独立 を守 りえた 日本 の経験か ら学 ぼ う
という動 きも出て きた 。 しか しなが ら不幸な ことに、その後の 日本 のア
ジア諸国 に対す る態度や政策は 、イン ド人の 日本熱 に冷水 を浴 びせ たの
で ある。当時東 アジァで は、中国が西洋の帝国主義 国 に よって政 治 的 、
経済的 に搾取 される状態 におかれていたが、 イン ド人 はその中国に対 し
て親近感 を持 ち、 日本 に対 しては敵意 を抱 くよ うになった。
もっと もイ ン ドでは 日本 に対す る考 え方に二つの流 れがあった。一つ
は、日本の帝 国主義 はイギ リスの帝国主義 と同 じ性格 の もの と決 め付 け
る考 え方で あ り、 もう一つは 、イギ リス と対決 して い る 日本 と結 ん で 、
イン ドをイギ リスの帝国主義か ら解放す る努力をす るべ きだ とす る考 え
方で あった 。そ して、後者の考 え方か らイン ド国民軍 が創設 され ること
にな り、 日本軍 と協力 して イン ドを解放 しよ うとい う努力がな されたの
で ある。 この企 ては周知の よ うに失敗 に終わ ったが 、しか しこれが機縁
になって 、イ ン ドの革命家が 日本に亡命す ることに もな った。それは戦
後 、イン ド人が 日本 に関心 を持つよ うにな った原因の一つだ と言 ってい
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いだろ う。
イン ドでは独立後 に、アジァ諸国の研究が乏 しいことが意識 されたが、
それは1947年 に開かれ たアジァ関係国会議(AsianRelationsConferen㏄)
におけ る故 ネルー首相 の次の演説か らもわか る。
「かつ てイン ドは、その西北 ・東北 ・東 ・東南に広が るすべ てのア ジア
諸国 と交流 を持 って いた。 しか しイギ リスに支配 され るよ うになってか
らそれ らの諸 国 との接触が断たれ 、イン ドは孤立 した。古代か らの陸上
の道が使 われ な くな り、イギ リス とつなが る海路を通 して しか外 国に開
かれ な くなった。他の アジァ諸国 も同 じ運命 をた どったであろ う。……
文化 もヨーロ ッパ流儀 にな り、過去 にお いて相互に貢献 しあった隣 国に
目が 向け られ な くなったので ある。 ……今度の会議 を機縁 として アジア
研究所が創立 され 、共通の問題 を研究す ることで相互交流 の親密 な関係
を打 ち立て る ことが望 まれ る。」
またネルー首相 は、 この会議の最終 日に演説 して次の よ うに言 ってい
る。
「このデ リーの都市 にアジァの文化 ・言語な どあ らゆる問題 を研究す る
立派 な研究所 を設立す るつ も りです。」
それが1950年 代 にIndianSchoolofInternationalStudiesとな って実
現 した 。そして これ を契機に世界の諸国の地域研究が開始 され 、 とくに
中国 と 日本の研究が行われ るよ うに なった。つづ いて1969年 には 、 日本
とイン ドの二国間協定の もとでデ リー大学の中国学科 に 日本研究の コー
スが設 け られた 。また先 にふれたシャンテ ィンケタンにあるヴ ィシュヴァ
バ ラテ ィ大学の 中国研究所で も、日本研究が行われてきた。さらにデ リー
の ジャワハル ラール ・ネルー大学を あげな ければな らないが 、そこに先
に触れたIndianSchoolofInternationalStudiesが併合 され 、 日本研 究
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が緒についたのであ る。以上 の三大学が 「日本研究」と言える研究を行っ
て いるが、その中でヴ ィシ ュヴ ァバ ラテ ィ大学 では、歴史 的背景 もあっ
て哲学や仏教 美術 の研究が 中心 となって いる。 これに対 してネル ー大学
とデ リー大学 では、主 として社会科学 の立場か ら近 ・現代の 日本 を研究
対象に してい る。
また ネルー大学 では 日本語教育 はSchoolofLanguagesに 属 し、言語
学の立場か らの 日本語研究(た とえば ヒンデ ィー語 と日本語 の比較研究
など)、 日本 文学 の研究 が行 われ てお り、ネルー大学のSchoolofInter-
nationalStudiesで は 日本 の歴史 ・政治 ・経済 ・社 会 問題が 教 え られ研
究 されてい る。デ リー大学 では語学の講義 と社会科 学的な研 究が同 じ学
科で行われてい るが、それは 日本研究が 日本語の基礎の上に築かれな け
れ ばな らないか らであ る。
日本研究の機関 として一番 大切 な ことは、 日本語能力を身に付 けさせ
るとい うことで ある。そのために 日本 語の教師 、 日本語の教科書 、日本
への留学を準備 しな ければな らない ことは言 うまで もない 。 ところが 、
日本語の修得には長い時間がかか るうえ、卒業後の就職がなかなかない
とい うこともあって 、日本研 究を選択 する学生 は一 人か二 人 で あった 。
イン ドの大学では 、以前は学部段 階で も修士課程 で もアジァ史 を含めて
日本史の コースが設 け られていなかった。 しか しここ30年 の間 、かな り
の成果が あが り、デ リー大学では中国史 と日本史が学部 の レベルで教 え
られ るようになった 。地方の大学で も日本の歴史や政治制度が教 え られ
るよ うにな って いる。
しか し人 口が八億 をこえるイン ドとしては、 日本研究 に携 わ る研究者
の数 は少 な く、また 日本語 を学習す る学生の中に も、途 中で脱落す る者
が少 な くない。ジ ャンセ ン教授 によ ると、アメ リカでは学期 ご とに 日本
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研究 を志す学生の約半数がやめ、また1986年 に 日本語 を学ぶた めに入学
した学生23,454人 の うち読み書 きが出来 るの はわずか数百人 に しかす ぎ
なか った という。 日本語能力によって就職す る機会が まだ あるアメ リカ
で も、そ うい う状況で あることを考 えれば、イン ドの場合 も理解 してい
ただける と思 う。
また、 日本 とイン ドの合弁事業を軌道 に乗せ るた めには、翻訳者 と通
訳が必要 とな り、そのた めに も日本研 究科 に期待がか け られて いる。し
か し今 の ところ、民間の企業で 日本 語教育や 日本研究にたず さわる者に、
奨学金 な どの財政援助 は行われていない。イ ン ドで は経済的 に余裕が な
く、特定 の大学機 関にだ けそのための予 算措置 を行っている状況である。
そ うい う困難 な条件の 中で 、西ではプーナ大学 、南で はアン ドラ大学で
日本語教育が発足 して いる し、また東のべナ レス大学 では外国語学科の
中に 日本語講座が 昨年 の十一月か ら開設 され ることになった 。ベ ナ レス
大学では、 さらに 日本研究 を実施す る計画 もある。
デ リー大学 では、 日本人の客員講師の協力を えて、イ ン ド語 を母国語
とす る学 生のために、基礎 日本語 と常用漢字を教 える システ ムが導入 さ
れ 、また 日本文化 を紹介す るた めの教科書 も作 られた。 このよ うな教科
書 を作 った ことは、われわれ の 日本語教育へ の重要な第一歩 であった と
言 ってよい。個 人的な ことを言 えば、これは私 が20年 間持 ち続 けた望 み
がかな え られた ことを意 味す る。 日本か ら寄贈 された 日本語 のワープロ
が大いに役立 ち、それによって印刷が可能に なった ことを付 け加 えてお
きたい。
同 じよ うな ことは図書館利 用の面 で も言 えるで あろ う。 ジャンセ ン教
授 によ ると、大学の図書館は財政難 に直面 してお り、今後は コンピュー
ター検索に重点が移 ってい くと言っているが 、この問題を どうす るかに
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つ いて も頭 を痛.めて いる。
次 に、日本研究に ひかれ るイン ド人 の問題意識について述べ る。一般
的に イン ド人は 日本に対 して 、西 洋の帝国主義 と対等に戦 った ことへ の
強い関心 と、 日本が内外に もた らした悲劇的な行動への批判の両方を持っ
てい る。 日本の経験か ら学 ぶべ きことは多 いが 、同時にその失 敗か らも
学ば なけれ ばな らない。 日本 のめ ざま しい経済発展には圧倒 され るけれ
ども、その原因 を日本 民族 の特殊性 に求 めては な らない とい う問題意識
もある。その点で、 これまで西 洋人が抱 いて きた異国情緒 の中の 白本 と
い った感覚 は、 しだいに減 って きている と言 えるだろ う。 しか しその反
面 で 、日本 を分析す るのに西 洋諸国 と比較 し、西洋の方法を もってす る
や り方 も相 変 らず盛んであ る。
研究テー マについて言 うと、 日本の農業(保 険)制 度や土地改革 な ど
の問題、 また国学に関す る思想史 的研究 などが初 期の段 階 で行 われ た。
私 はその後につづ く世 代で、 日ソ関係 を主題に した論文 を書 いたが、そ
れ と関連 して 日本 を東南 アジァ との関係や 占領下の 日本 といったテーマ
も取 り上 げ 、広 く日本 の外交政策や国 内の政治 ・経済 にかか わ る諸 問題
を研究す るよ うになった。
イン ドにお ける初期 の 日本研究家た ちは 、日本 研究 の基礎 を築 くため
に何で もや るジェネ ラ リス トでなければ な らなかった。同時に学科や講
座 を作 るために、厄介 な事務的な仕事にもたず さわ らなければな らなかっ
た。 これか らはわれわれの 日本研究の成果 をもとに して、他 の学部 の研
究 者た ちと比較研 究が 出来 るよ うな基礎づ くりをす る課題が残 されてい
る。
また現在 のイ ン ドにおける 日本研究の一つの傾 向 として、国家 の制度
や 国の指導 者を中心 とす るいわば上部構造の研究か ら、国の発展 に貢献
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して いる一般庶民 の活動や ものの考 え方の研究へ と移 りつつ ある と言 え
る。そして 、 日本 国内にお ける 「調和」の要素よ りも、そこに底流す る
「対立」や 「対決」の要素に注意 が向け られ るよ うになって いる。
最後 に、イン ドにお ける日本研 究の未来 と問題点につ いて述べ る。イ
ン ドの高等教育の システ ムではいわゆる地域研究の比重 はそれ ほ ど高 く
は ない。だが 、それで も独立以後は、東 アジァの地域 研 究が 緒 につ き、
日本が研究の対象にな った ことは先に述べた通 りで ある。 しか しそれ に
もかか わ らず 、現状で はいつ も中国研究が優先 されて いて、 日本研究 は
第二の地位 におかれて いる。
第二 の問題点 は、 日本研究者の数が今後 もあま り増 えそ うにないだろ
うとい うことである。 これ は 日本研究に学 問的魅力が ない とか、挑戦 的
意 味が ない とか い うこ とで はない。むしろ 日本研究の成果 を社会 的に活
かす機会が 限 られて いる とい うこ とを意味す る。つ ま り現状は 日本 を研
究す る者 は、実 際問題 として大学以外に就職先 を見つ け ることが 出来 な
いか らであ る。 これ は もちろん イン ドだ けの問題 ではな く、あ る程度世
界 的な現象 になっている。イン ドで は、予算上 の制約 が あるが、特別の
奨学金 制度 が設 け られ ていて、それが一つの励みに もな ってい る。
また イン ドの産業界 では、 日本語の能力 もあ り日本 についての知識 も
持 ってい る人間の需要 がないわけではないが、 日印の民間企業か らの援
助はほ とん どないので、今後の見通 しも明 る くはない。 それに対 して東
南 アジァの諸国につ いては、 日本 の民間企業か らの財政援助が行われて
い る。それは 日本 と東 南ア ジァ との間に密接 な経済関係が あるか らで あ
る と思 う。あれ これ考 えてみ ると、イン ドにお ける日本研究の趨勢が 日
印の経済関係 に左右 されてい るとい うことで あって 、これ はけっ して好
ま しい状態で はない。む しろ本 当の ところは、まず相互 の研究があって、
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その上 に相 互理解を通 して正常 な経済関係が助長 され るとい うこ とに
な るのではないだろ うか 。 日本研究 において研究に対 する情熱 と勤勉 さ
が不可欠 な条件 であ ることはい うまで もないが、 しか し同時にそれを生
か すよ うな制度が存在 しなけれ ば、その情熱はいず れ冷めて しま うほか
はない。そ うい う点で 、いろいろな形の国際的な協 同活動が今後 ます ま
す必要 とされるので はないだ ろ うか 。
なお最後 に付 け加 えて言 うと、イン ドは多様性 のある国 なの で、我 々
イン ド人が 日本を見 るとき、西欧人が 日本を見 るときのようにエキゾティッ
ク とい う感覚 は持た ない と思 う。む しろ何 らかの共通点が あるので はな
いか とい う見方 をす る。しか し、中には日本の文献を読まないでヨーロッ
パ 中心 になって 、西欧人の言 うことを鵜呑 みにす る傾 向が ないこ ともな
い。だか ら私 は自分の 目で 日本 を見 るとい う姿勢を今後 も大事にしたい。
(1989年3月)
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